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面が均一であるということのほか,いろいろの特長を持っている｡特に,製作

法における簡易化は,大量生産に適しており,製品の特性が均一化されるという利点を
っている｡

また,7038の特性は,6326に見られる周辺フレヤの現象がないため,高感度で使用できるので,ITV(工業

用テレビジョソ)用撮像管として適している｡

本報告でほ,7038の一般的特性を論じ,実際に使用する際の注意事項について触れた｡

昭*

1.緒 言

ビジコソ6326ほ,すでに‖立製作所で国産化に成功し,放送用撮

像管として,NHK始め,各氏閲放送局に数百本納入し,外同製品

に劣らぬとの好評を得ている｡

また,ITV用地像管としても円内メーカーに数百本すでに出荷

され,小形,軽量,取扱簡便という利点ほ,遠隔制御の需要の波に

のって,ITVに広く利川されつつある｡現在,主として利用されて

いる方面としては,(i)水力発電所の水位監視,(ii)火力発電所の

炉内監視,(iii)鈍行などで使用されるバンカー･ピジョン,(iv)原

子力研究における,リアクタルーム監

祝,(Ⅴ)放射線照射状況監視,(vi)手術

監視とその教材用,(vii)証券会社にお

ける,相場掲示板監視,(viii)Ⅹ線撮像

装訂た,など非常に多くの力面にわたって

いる｡また,最近でほカラーITVの開

発も始まり,今後のビジコソの使用範

l川は,ますます広くなるであろうし

7038は従来の6326の改良形で,中央

研究所の開発に引続き茂原工場では昭和

34年に試作を完成,35年には,量産態勢

も繋い,放送用,工業用を始めとして,

各種需要にも応じられるようになった｡

本報告でiも 7038の特性および,7038

をLl~心としたビジコソ全般の使用上の諸

注意について,実験した結果を紹介する｡
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2.7038の 特 長

日立7038の外観を第】図に示す｡

全長159mm,最大直径28.6mmで,外形寸法ほ6326とほとん

ど同じである｡6326との大きな相違点は光 電険の蒸着方法にあ

り,特性上の相違もこれに基因している｡この相違点を第2図およ

び弟1表に示す｡すなわち,6326は面仮をターゲット･リングに

着し,別に組立てられた電極を組込んだ後,一木ごとに光導 膜の

膜厚をコントロールしながら蒸着するのであるが,7038の場合は,

面板群を並べて連続的に光導電膜を蒸着し,それをインジュウムに

より/ミルブに接合して完成する｡したがって,面板の熱変形による

光学的ひずみがないほか,電極の対称性がよく,チップ部がないの

で,ビームの偏向ひずみが少ないという利点がある｡

日立製作所茂原工場

(B) 7038

第1図 口立6326と7038の外観

ほ)面砺部封止形状

一別面板喜汚封止形状

(面板圧着後電極を¥う人)

化告昭吾訝産の蒸着状況

光導電瞑

(C)光導電性の蒸着状況

6326と7038の面板部製作上の相違と光導電挟の相違
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3.7038の 特 性

3.1定格および動作例

70ニ8の定格および動作例を,弟2表に示す｡

3.2 ターゲット電圧

7038のターゲット電圧ほ,その使用法および面照度に応じて,最

もよい特性が得られるよう設定せねばならない｡特に,放送用とし

て最もよい画質および残像特件を得るためには,暗電流0.02〃A以

下のターゲット電J上にすることが望ましい｡しかし,ITVなどで

感度をHずて使用するためには,暗電流を0.2/∠A程度まで上げて

任用することができる｡

7038のターゲット電圧と,暗電流の関係を弟3図に示す｡

6326ほ周辺フレヤの性質があるため,暗電流0･02′∠A以上では使
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第1表 6326と7038の 比較

項

光こ 三専 一竜 膜

6326

中火γ†l∬こ比べ,周辺部の膜厚

が撒いため,周辺フレヤwが
=やすい｡したがって光電感

度を上げるため7038のよう

にターゲット芯妊を上げられ
ない｡

ノミルプ佃噺･こナッソあリ

構造 上の朴上達

熔封止

被写体の明るさ

ターウごソト佗柾を上げると川

辺フレヤーが川るので撮像可

能の明度範囲が狭い｡

残 像J特 性

特性のバラツキ

ターゲット電Jfの増加ととも

に増大する｡

1永ごとに蒸薪するので,

ラッキが山やすい｡

7038

中火郡と周辺邦の膜邦がl司じで

あるから,周辺~フレヤーの現象

ほない｡したがってターゲット

電圧を_l二げてその光電感度せ63

26刀2､3借にして使用するこ

とができる(

バルブ佃膵封こ-トノブなし,かつ

ターナッl､リングに非磁性材料

を使用しているから侶子光学的

ひずみがない｡

冷封止なので,而板が熱変形を

受けないから光学的ひずみが少

ないくJこのことは3Vカラーカ

メラにとってレジストレーシ三

ソの∴■､くで有利で成るし

川辺フレヤーがないので撮像可

能の岬=空矧用が広い｡

ターゲット電圧かある程度以卜

用加しても,･定伯以上増加し

ない｡

-Jッドごとに蒸着を管理するの

で′ミラツキがⅢにくい｡

i司･ロット内のバラツキはほと

んど無い｡

第2表:【1立7038の定格および動作例

･姫定格

ヒータ電圧

ヒータ屯流

6.3V±10%

0.6A

ターゲッlイ信号電極〕掛■E容~;石:3～6PF

有効光や唱膜

集束方式

偏向力式

全長

最大lけ径

動作位置

最大定格

Ga電旺(J烏束一■E口三)

Gゴ′lEは

Gl`■針ヒ

負バイ~′ス

1Eバイ7ス

せん頭ヒーーケl賃煩悶電圧

ヒータ負の場合

ヒータ正の場合

l悟`電流

光導電面温度

動作例

G8-7EJt(憮東電J卜)

G2-電圧

9×12mm2

電磁方式

電磁力式

159±6mm

28.6mm

lrli板上か水平カIごり

350V最大

350V最人

125V最大

0V殺人

125V最大

10V最大

0.25.〃A最大

60'C最人

250-1t-300V

300V

Gl`■酎i三し映像カットオフ)-45､■100V

ガンマし信号電流0.02/rA､0.2/′Aの簡

閃のくド均他) 0.65

等rlln信号対雑萬比 約300:1

所要帰税消去信号せん頭値

Glに月】加する域介

陰極に印加する場合

アライノント磁束糖度

集束磁束据度

光導電血湿磯

り=.i■;i感度で使用する場合

酢柳生い､イライト鮎J

ターーナット厄圧

暗唱流

に弓▲電流しl肝-は流を除く)

ピーク値

､‡り知偵

75V

20V

O～4ガウス

40ガ■ゥス

25､350C

201x

60＼100V

O.2/′A

0.2′､0.3/～A

O.08～0.1/′A

(2〕普通感度で使用する場合

而照度1十･rライト軌

夕一ゲット電J仁

t粁■左派

信号電流川昌電流を除く)

ピ【ク値

平均値

】501Ⅹ

30～50V

O.02/∫A

0.3--0.4/･A

O.1～0.2/～A

し3)残像を少なくして使用する場合

(:特にフイルム撮像の場合など)

面照度1_ハrライト抒l;､)

ターーケ′ッ1`lEJt

暗電流

信引宣流(暗電流を除く')

ピーク値

平均値

1,0001Ⅹ

15～25V

O.004/～A

0.3～0.2.′JA

O.1～0.2.′′A

用できないが,7038iこはこの性質がないので,暗電流0･2.′･Aまで

ターゲット電圧を上げて使用できるしノ

このような使い方をすると.光電感度を6326の2～3†翫こするこ

とかできるL-

3.3 解 像 度

解像度は普通,ll侶昔流0.02/∠Aにするター｣デット電批で,平均信

一け電流川打電流を除く)0.2J′∫Aの状態で測定される､口､■(7038ほ中

央部550本周辺部400本ほ十分解像~吋能である.

1暗電流0.2/∠A(高感度使川)のときの解像度ほ,所要ゼーム畳も

増加するほか,lli■′i電流の増加とともに氾将一山而の荒れ,欠陥などが

lll■./二ち,効的鮒象度カ､こ多′卯吏少するか,=視判碇1月火F71;50n本

以上 川辺部_350本以上は十分解像する､

ン/
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第3図 ターゲット電圧と暗電流の関係
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第4匡lターゲット電旺と残像の関係

3.4 残 像

動いている被ニケ体を撮像した場合,受像面にほ被写体が尾を引い

て見えることがある｢､これはビジコソの残像特性によるもので,普

通1秒以1畑に消えるポジ像である｡,

ビジコソの残像測定法ほ通常,暗電流0.02/′Aにするターゲット

電附こおいて,信一ぢ･電流0.2/′Aで行う｡入射光 断後50ms(フ

イールド周波数60c′′■sのときは,3フィールド期間)後に信号電流

が光 断前の何%に減衰するかを測定する｡止常なビジコンはこの

値が30%以ドで,普通撮像の場合はほとんど問題にならない｡弟

4図に6326と7038の残像特性を示す｡6326はターゲット電圧の増

加とともに比例して増加するが,7038ほある一定値以上では飽和

性を示す｡-､

このことは,ターゲ､ソト電圧を高くして,7038を高感度で使用す

る際,有利なq■J】†艮となる..

次に,クーゲ､ソト電圧な一一定とし,信一ぢ･電流をレンズ絞りによっ

て変えたときの残像相生ほ第5図のようになった｡､すなわち,面照

度を__t二げると残像伯は少なくなるし

したがって,残像を小にせねばならないときほ光量を増しターゲ

ット電『を低くして使用するのも一方法であるが,光量をあまり漉

くすると焼付の/トずる可能性があるので,注意せねばならない｢､

3.5 光 電 感 度

一定の面照度を与えたとき,得られる信号電流が光電感度である｡
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第5図 目立7038のターゲット電圧を一定とした時の

信号電流と残像との関係
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面明度(ノよノ

0.2.′～A, ガ ソ

0.1一･∠A, ガ ン

0.02/fA, ガ ン

0.01｡′!A. ガ■ ン

0.004.圧A, 力■~ ン

ー′ 0.60

＼′ 0.62

~､′

0.64
-､′

0.65
~､′

0.68

立7038の光電変換4■､用三

ビジコンでほ暗電流により光′晶烙度が変化するから,ターゲット.は

1-fにより指定三の暗 流に調整し/て測定三する｡普通,両照度1()lxの一･

様光で照射したとき得られる†.~iり･`■宣流の人きさを光電感度とするし

7038では暗電流0･02/′Aのとき約0.1/′A,帖電流0.2`′′Aのときに

は約0.25/∠Aの信[プ電流か行らかる｡={様光の場合の面照度と†.て号

電流の関係(光電変換特性~Jの--･例を第る図にホすし

普通の光景を棍像する場合,ターゲット電J血細†電流0.02｣′∠Aと

し,平均信一り一了に流0.2/′A位の光量とすれば,最も画質のよい像か

得られる｡口の当るレンガ色の壁を被`字体にとって,レンズ絞りと

ビジコソ面照度の関係を調べたところ第3表のようであった｡これ

より,被写体の照度およびレンズ絞りが,どの程度あればよい画質

が得られるか想像できよう｡

また,日 流0.2/･′Aのター ゲット` 圧で使用すれば,葬る固か

ら感度がほぼ2～3倍となるから,面照度もその嘉～喜でよい｡

ターゲット電圧と光電感度(陥電流を除いた信弓･電流)の関係(一様

光の場合)を弟7図に示すし､

3.る ガ ンマ特性

ビジコンでいろいろの被写休を棍像する場合,信け電流はその被

写体の明暗に応じて変化Lなければならないしう ガンマとほ,この関

係を示すファクターで,第△図光電変換特件の曲線のこう配によっ

て求められる｡弟d図ほ画板に一様なフラット光をあて,その時牛

ずる信号電流を測定したものであるが,かりにこの測定法で求めた
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第43巻 第8-ぢ･

第3表 レンズ絞りとビジコン面照度の関係

(4000)1Ⅹ 1 5.6

カ南合 の青空のみの壕

南向のレソガ色の壁
に日が当っている場
∠ゝ
u

注)測定時:12月晴天午前11時

レンズ= キヤノンFl.5焦点距離50mtn

括弧内ほ推定値

;
ヰ
)

出
先
棚
二
町
狸

♂ /〝 〟
⊥材

♂β
L†汐

♂♂

ターゲット電圧真=Ⅵ

(:A)l刑照度100lxの一様光の場合

〔B)面憎偲101xの-一様光の場合

弟71茎1ターケ∴ソト′射1てと光′一塩感蝮の関係

50

25

501Ⅹ

伯を静的カーンてと呼ぶ｡

ところで,実際にビジコンな掛‖する(･こほ,ビジコン面上に得ら

れた像を前i~琵増幅器,プロセス増幅器せ て映像モニタ上に見るわ

けであるし たとえば,グレイスケール･パターンを受像した場合は,

映像モニタ_卜にはそれに応じたコントラスト比を有-する像が得られ

る｡一方波形モニタ上にほ階段波形が得られるが,名グレイスケー

′レ･パターンの相対照度と波形モニタ上に得られる相対信号出力

し増幅系では,ガンマ補正をやっていない)との関係からもガノマを

めて見ると,一般に静的ガンマとは相違することが多い｡後者を

動的ガンマと仮称し,静的ガンマと区別する｡

3.d,l静的ガ ン マ

通常,ガンマとはこの静的ガンマのことである〔ノ静的ガンマは

ターゲット電圧には関係なく0.65といわれている｡(1J

一般に,ビジコソの光 性は第d図のように直線ではな

く,面照度が帽い部分で,ガンマが大きくなっている｡弟る図の

ガンマの計算値は面照度10lx什辺の伯で,ターゲット電圧を低

くした方がガンマが大になる傾向がある｡

3.る.2 動的 ガ ン マ

たとえば,ビジコソでフイルム送像を行う場合,ビジコンを含
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めた一全回路が,フイルムの濃淡を一也実に映像モニタまたは一般テ

レビ両面に揮現しなければならない.-.こJtな最も安鋸二確認する

には,較~l~f二されたグレイスケー′L･ノミターンを棍像してスJいよよ

い｡第8図の`ゾ1:∈は,ビジコンよりカメラ系,映像増幅瀦淀暦法

あと,波形モニタ仁に得らjtたグレイスケーノL･ノベターンの一･例

である√)ただし増瞞糸でのガンマ袖山且行わす,観測を容易にす

るためラインセレクト法により走査線一本分の信‡り･をホした..第

8図でわかるように同じ､1硬引言け電流が行ら.れる状態でも,ター

ゲット√.~釦三の■如､快いiこよって,彼形か異なることがわかる.ま

た,パターンには等デソシティ･ステップ形を便‖lした｡

ビジコンiこよるガンマの変動はあまりないか,多くのビジコン

について同条件でこのような波形を観測し,その濾形せ比較すれ

ば,それぞれのビジコンの差な調べることができる.J

ビジコソによるフイルム送像系で,ときど ず黒き まr)りという

現象が起きるれ ビジコソ自身ではこのようなことはほとんど起

り得ない｡この原田は,第→にはレンズ,鋸像管などの光学爪フ

レヤの影響が2%程度加わる(2-ため,光導電面上のグレイスケー

ル･パターンの暗部が実際のグレイスケール･/くターンの暗部よ

i)も,榊当明るくなっているためと思われるり 第二にほ入射光の

光量範囲が大きく,それにともなって倍1汗11力が人きくなった場

合,増幅系の直線性がそこなわれて起ることも多い(3)｡

一方,テレビ送像用フイルムについてほいろいろ研究もさかて

おりt2),この場合のコントラストは濃度(ニdensity)最高1.85,

0.25におさえるのが適当のようである｡現在使われているTV用

フイルムにほ,こうした点を十分溝讃して作成されているものも

あり,コントラスト範囲が適当であるので再生傷も笑い､-!

3.7 分 光 感 度

日立7038の分光感度は弟9区のとおりで,口立6326とほとんど

同じである.｢測定は丁渉フィルタ法によった｡

3.8 寿

寿命試験は~普通の使用状態よりも過酷な条什で多数子~fわれている

カ＼500～1(≠)0時間経過後の不良率ほほとんど零に近い｡力愉試

験中の劣化要因ほェミッショソ関係が主であり,腔電流の増加,感度

低卜,雑音の増加(/s′′′Nの低~卜),残像の増加などほほとんど認めら

れないユ 寿命.試験結果の一例を第10図にホす｢′

一般に,エミ､ソション劣化の生じたビジコンほ,アライメント調

整時にL-い央で像が異状なひサーんを起したり,像のシャープネスが悪

くなる偵向かある｡
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ガブ イごfJ /†.′〃 ～･〇J

寿命芋適時間(′うJ

J∬♂ J〝β

雛10岡 目立7038の寿命.矧紋結果の一例

4.7038の有利性の例

4.1高感度で使用する一例

タングステン電球のヒータ電=1こ対するノf命率の関倖は弟】1図

にホすように考えられている､一一ノブビジコンカメラに組介わせて使

用するテロ､ソフ■照明用ランプのノ貴命は数十時間といんれでbり,か

つ,送像･-l一にランプが切れ上膏すると,送傲を一時L-Ⅰりとせねばなら

ないから,断線貞一∫に早めに交換して烏く必要がある,

これi･こついて7038の高感度性存利川すると,ランプの†.て桁度を人

きくすることができる､たとえは 第11図よりヒータ電化を5%

低くして使用すると,ランプの寿命は約2倍に伸びる｡これに対す

る被`字体の照度低イは,第】l臥､測定結果〕より10′-､-20翳低下する｡

この照度低~~Fを,ビジコンの感度を上げて補う場合を考える｡6326

の場合は,暗電流0.02一′′A以上で使用すると周辺フレヤの影響がひ

どくなり.i山旧か射ヒする〕第】2図しA:)ほ6326の=桁電流n.2/′A

の画質でぁる｡第】2図しB＼)ほ,同条作卜の7():娼の両門でありほと

んど周辺フレヤの月ユ象か止られない｡
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放送用に仙川する場合,フレヤ,そのほかで,十分

よい画質を得るための6326の暗 流のと限は約0.02

/ノA,7038で同様の画質を得るための陪 流の上限

は0･1一〃A程度である｡このときの感度ほ,6326で

ほ約0･10.〃A′√′101Ⅹ,7038では約n.20/仏ノ′101xとな

り,約2倍の感度が得られるからランプのヒータ

電圧を5%下げたときの光量低~F▲に対しては,7038

では画質をそこなうことなくターゲット電圧により

補償ができる｡すなわち,ランプの寿命倍加はきわ

めて簡一単である｡また多少ランプの色温度変化を許

容すれば,さらにヒータ電圧を~~Fけて寿命を延ばし

事故を少なくすることもできる丁.

4･2 カラー用に使用する場合

7038をカラー用に使用する場合ほ,シェーディン

グがほとんどないこと,画像ひず丸が少ないなど,

弟l表の相違がそのまま7038にとって有利となる｢,

またカラー用にする場合ほ,牛如こ動的ガンマなそろ

える必要があるが,7038でほ周辺フレヤがないので

非常にそろえやすく,今後の利用が期待さjlろ′.

5.7038使用上の注意

5.】 コイル･アセンブリにつし､て

6326を普通感度で使用する(1暗電流n.02▲りA〕場介

導光ま 膜の不均一性により周辺で感度が_とる傾

向にある｡一方,6326用コイル･アセンブリはビー

ム･ランディソグエラー効果(4)があるから,6326と

組合わせた場合,互に相殺されてほとんど均一な信

一り一出力が得られるっしかし,7038では光導電面がき

わめて均一であるので,従米の6326周コイル･アセ

ンブリにそう入すると,多くの場合ビーム･ラソデ

イソグエラー効果により周辺の感度低下がFlだつ｡

6326月]コイル･アセンブリをそのまま使用するた

めには,カソード,第一グリッド,第ニグリッドに

補正用パラボラ波形を加える必要がある.これをカ

ソード変調という｡弟13図は,6326用〔人形)コ

イル･アセンブリに7038を組合わせて,そのとき生

ずるビーム･ランディングエラー効果を,カソード

変調を加えることによって補正Lたものである.｡こ

の場合ほカソード変調を行うことにより,周辺解像

度が約10%向上されたが,一般には,コイル･アセ

ンブリを7038専用のものに交換した方が良いし-J

すなわち,この穐コイル･アセンブリはビーム･

ランディングエラーがほとんどないように設計され

ており,これを使用すれば上記のカソード変調は不

要となるり

舞14図に各種コイル･アセンブリの外観をホすっ

策14図で(C)6326用(大形)コイル･アセンブリ

は,6326,3Vカラーカメラ用であるが,現在,6326

放送用にはこのコイル･アセンブリを使用するエう

推奨している(5)(6)｡
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ヒータ重圧(レ)

(A)被写体の照度 〔B〕タンブステン花球の寿命率

第11図 被写休(テロップ使用)照度とヒ一夕′責任の関係
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･

庵'~岳.~軍書■_…三軍･･妻ヨこ
(.A〕6326の場合 〔B)7038の場合

第12図 暗電流0.2一〃Aにした時の画質

水平波形

〔A) カソード三変調なし

垂直波形

にE
水平波形 垂直波形

しB) カソード変調あり

雛13岡 70二i8に6326用(人形)コイル･アセンブリ針組合せたため

′!;じたビーム･ランディングエラー効果とカソード変調の効果

各種コイル･アセンブリと6326,7038を組合わせたときの†iて引度

形の比較を弟15図に示す｡テスト･パターンにはむらなく照りjさ

れた透過率10%の一様な灰色パターンを使用した.‥)

第15図から明らかなように,6326用〔大形)コイル･アセンブリ

は6326の周辺フレヤ特性をきわめてよく補正していることがわか

る｡㌢ これを7038と組合わせた場合ほ,このコイル･アセンブリのビ

92

ーム･ランディングエラー効果が表われて,きわめて麒著な周辺感
度落ちが見られる.こ二.7038[]コイル･アセンブリについてほ,7038と

組合わせた 周辺のビーム･ランディングエラーはなく,均一な

信り･波形が得られているが6326と組合わせると,周辺フレヤの効果

が非常にはっきりと表われてくる-)結論としノて,7038には7038用

コイル･アセンブリを使用するか,あるいほ6326用コイル･アセン
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(B)

しA)7038用コイル･7セソ7｢リ

(B〕6326用(小形うコイル･アセンブリ

(C〕6326用(人形)コイル･アセソブリ

第14関 各種コイル･アセンブリの外観

暗電流0.02/(A,信引篭流0.2/′A,10%灰色透過形ハターン使用

第15同 日~､ナ6326,7038と各俺コイル･アセンブリを組合せたとき,得られる=力波形(水平波形のみ)

プリであればカソード変調を行う方か望ましい

5.2 フォーカス磁場の強さについて

ビジコソのビーム集束は, 束磁界と集東電昇の相互作用によっ

て行われる_Jこの集束磁束密度と集東成けとの関係は第lる図のよ

うであり,集束電圧は紫束磁束密度の二乗に1仁上ヒ例する`G'-..この紙

果から,低い 束磁束密度では低い紫来電U三で,一応集束の状態が

得られるが,その画質が相当異なることがわかっじ.集束磁束据度

が減少(集火電圧も減少)することによって解像度が張~~F◆する→例を

弟17図に示す.1このほか,低集束磁界のときにほ周辺にメッシュ

像が表われたり,メッシュ欠陥などが管によってほHやすくなる.｢

この仰向ほ6326,7038とも共通であるが,特に6326の場合には,光

導電物質のメッシュつまりによる欠点が非常に拡大されて全く相川~i

不可になる場合もある｡この点に関しては,7038ほかなり有利であ

るが,やはり, 束磁束密度は40ガウス付近で使用すべきである｡

画質の低下する一例を第18図にホす｢

一般iこ,ビジコンの集 電圧は集束磁 密度が40ガウスのとき

93

275V付近で集束するように設計さ′れており,ビジコンごとのバラ

ツキほあまりない()したがって,低い集 圧で集 するというこ

とは集束磁リi密度が低いためで,このような場合は集束電丑オ,約

275Vで集束するように集束磁界を調整することが是非とも望まし

い〕ただし,このようにして調整したときには偏l占J出力を増さねば

ならないが,このことにより得られる画質の向_とを考えると人きな

代償ではないrっ

5.3 そのほか6326と共通した使用上の注意

5.3.1 ピート･パターン

ビジコンをコイル･アセンブリに装着する場合,インデックス

ビン(短ピソ)と管軸とで作るユド面が水~平方向と一致せぬと,受像

面に細いしま模様のビート･ノミターンが出ることがあるから,

インデックスピソほ水平走査方向に一致させねばならない｢,

5.3.2 メッシュ模様

口~たビジコンはマイクロ･メッシュを使用しているので,メッ

シュ模様が映像･1･に表われることは非常にまれであるが, 束磁
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集束兢束密度(万ウスi

第16図

評

(A)渠束磁束密度40ガウスの場合(正常使用〕

日立7038の集束磁束密度と集束電圧の関係

ノⅥク ､､■､

･:､∫

集 束電圧(‖

第17図 集東電圧と解像度の関係

界が弱いとき,アライメソト調整が不十分のときおよぴビジコソ

の装着位置が不適当のときなどに目立ちやすくなるから注意せね

ばならない｡

5.3.3 フ リ ッ カ

フリッカとは受像面の一部で,30サイクルの周波数で明暗が交

互に繰返えされ,著しく画質を落す現象で,ビジコソによって

も,またカメラ系によっても様子が異なる｡この原因はまだ完全

には解明されていないが,イメージ･オルシコソの場合は,走査

ビームの電流密度分布が非対称のとき,インターレスが不完全な

ときに発生すると考えられており(7),ビジコソの場合もほぼ同様

と思われる｡

フリッカを少なくするにはインターレスの完全化のほか,走査

ビーム景を支障のない程度まで少なくすること,またG2電圧を

低くすると効果があるが,このときにはビーム不足にならぬよう

特に注意せねばならない｡

5.3.1温度に対する影響

一般にビジコンの光導電膜は温度の影響を受けやすく,暗電流

の温度による増加の割合は,面板温度が100C上昇するごとiこ約2

倍となる(1)(8)｡

ビジコンを使用するときにはその暗 流が基準となるから,氾

度変化の多いところでは絶えずターゲット電旺に注意せねばなら

ない｡また残像,焼付ほ温度の上昇とともに減少する憤向にある

第43巻 第8-ぢ一

しB)集束磁束襟度30ガウスの場合

第18図 集束磁束密度を変えて画質低下の様~｢を比較する

が,光電感度は低■トラ~るので､あまり高温度での供用は望まLく

ない｡また,寿命の点からも高阻使用ほ避けるべきでtら)r),総合

的にほ30～350Cにおける動作が望まい､√ニノ

5.3.5 焼 付

同一パターンをしばらくのr~制服像した状態にしておくと,その

パターンが数分またほ永久に光導電面に残る現象を焼付と称し,

数秒の内に消えてしまう残像とはlぺ別される=1

焼付には焼付像が数分の問に消えてLまう一時的焼付(After

Image)と,数日または永久に消えない永久n勺焼付(Burning)と

があるが,永久的焼付ほ使月=キ側の取扱車軋乱こよることも多い.-)

通常,ビジコソで問題となるのは一時的焼付の方で∴美験Lた

ところ,一時的焼付の
っている時l制土光蔓と照射･時間の積に比

例し,ターゲット電岨こはほとんど無関係でふった_

したがって,一時的焼付をできるだけ少なくしたいときには入

射光の照射時間を少なくし,ターゲット電圧をほかの特性に支障

のない 度まで上げ,光景を少なくすることか望まい､.二.また,

一時的焼付のひどくなったものが,永久的焼付に移/-てゆくもの

と思われる｡

占.結

最近,牛如こ注目されている日立ビジコソ7038の一般的特性と,使

用上の二,三の問題点について検討した(､

7038は,きわめて大量生産的であり,かつ,光導′責膜ンをロットご

とに管理するので,製ふ!lの均一･性では6326よりすぐjtで臼り,放送

用に,~1二業川に,その将来性はきわめて大きい｡従来のカメラに装

着する場合に起る周辺感度落ちに関してほ,専用コイル･アセンブ

リを使用するかカソード変調を行えば,好結果が得られる〔}

ビジコン守こ関する共通ないノ)いろの便川上の問題点については,

紙面の都合 がた

ー
→
ノ

･㌧佐和 稿を改めて報告Lたい1

最後に,本報告章二まと封)るに当牛 いろいノ㌧ご指導,ご硬｢l二l二をい

ただいた日本放送協会,民間放送各社の担当者各位およぴ,日立製

作所｢P央研究所,廿#製作所本社の関係割･こ厚くお礼巾L上げる

(4)
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